
 

 

 

主人公たちの夏休み 

 

大草夏祭りで、レモネードや枝豆を買ってくださった皆さん、太鼓募金

にご協力いただいた皆さん、 

本当にありがとうございました。 

売上金の使い道については PTA 役員さんと協

議していきます。（150 周年の準備金？） 

2 学期も「学校はみんなでつくる」を合言葉にがんばりましょう！ 
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平和集会…各学級「平和宣言」を出していました。私からは、原

子爆弾のことや被爆２世の話を基に、「差別しないためにも、知

ること、知ろうとすることが大切」ということを伝えました。

通学路点検…大人たちもがんばりました。県や市の担当者に複数集まっ

てもらい、通学路を点検しました。野副の横断歩道色塗りや、バス停側

溝に柵をつけること、などを前向きに検討していただきました。「プー

ルの横の近道」は死角が多く目が行き届かないことから、通学路として

はふさわしくないとアドバイスを受けたことを申し添えます。

学校レク…子どもたちを主人公にする学校レクを目指して、役員さんたち

が企画した「レモネードと枝豆販売」の役割分担を自分たちで話し合いま

した。プレゼン資料は６年生が家で作ってくれていました。祭り当日は自

分たちで分担したことを守り、楽しそうに販売していました。

販売売上金（23,650円） 

募金額（12,582 円） 

交流太鼓…大草夏祭りでは天満太鼓、その 1 週間後には健全育成会主催で小中

学生の交流太鼓がありました。楽しそうに叩く天満太鼓のメンバーに触発され

て、「待ってました」とばかりに叩く機会を得た中学生。「2 年ぶりに叩きました」

と話す中学生もいましたが、体が覚えているのでしょう。すばらしい音を響かせ

ていました。保護者の方も楽しそうに叩いておられました。これまで小学校だけ

で取り組んでいた太鼓が、「地域の大草太鼓」として産声を上げた夏休みでした。 


